


第 17 回 
大井川港トライアスロン大会 

開催要項 

主  催 大井川港トライアスロン大会実行委員会 

主  管 静岡県トライアスロン協会 

後  援 焼津市、焼津市教育委員会 一般社団法人焼津市観光協会 

     大井川港振興会、NPO 法人焼津市スポーツ協会 

協  力 大井川港漁業協同組合、大井川埠頭株式会社、葵サイロ協同組合 

期  日 令和５年７月 16 日（日）午前 10 時から午後２時 

開催場所 静岡県焼津市 大井川港特設会場 

競技会場 ◇スイム  大井川港内２周 

     ◇バイク  大井川河川敷マラソンコース「リバティ」３周回 

     ◇ラン   大井川港周辺大井川野鳥園折り返しコース３周回 

競技内容 ◇スイム  1.5 ㎞  10:00～11:00 

     ◇バイク  40 ㎞      12:30 

     ◇ラン   10 ㎞      14:00  競技制限時間４時間（関門あり） 

    ※大会当日の天気、コースコンディションにより、競技内容の変更があります。 

参加定員 ２５0 人 先着順とし、定員になり次第締め切ります。 

参加費用 ＪＴＵ会員 18,000 円 一般 20,000 円 

表  彰 ◇男子総合の部 １位～６位 

     ◇女子総合の部 １位～６位 

     年代別（1 位）29 歳以下・30 歳代・40 歳代・50 歳代・60 歳代・70 歳以上 

参加資格 大会当日 16 歳以上の健康な男女で、トライアスロン競技に参加した経験の 

ある者、又はこれと同等の体力、気力を有し完走する自信のある者 

申込期間 令和５年４月１日（土）午前 10 時から（定員になり次第締め切りとなります。） 

申込方法 インターネット申込のみとなります。 

     大井川港トライアスロンＨＰhttp://oigawatri.g2.xrea.com/ 

     ＭＳＰＯエントリー    https://www.mspo.jp/ 

支払方法 クレジットカード、コンビニ各種 ペイジー 

新型コロナウイル関係 政府の新型コロナウイルス感染症対策の変更等により、本大会

の取扱いも変更いたします。（大会ホームページでお知らせします。） 

お問合せ 〒206-0802 

     東京都稲城市東長沼 3107-5 デ・リード稲城ステーションプラザ 101 

     ＭＳＰＯエントリー 大井川港トライアスロンデスク 

     TEL：042-379-5179（平日 13:00～17:00）Email：entry@mspo.jp 

   ※大会内容等に関するお問合せは、大会ＨＰからお願いします。 

   ※７月上旬に最終案内を送付します。 

 



2023 大井川港トライアスロン大会 参加誓約書 

 
私は、「2023 大井川港トライアスロン大会」（以下、「大会」という。）【開催日：2023 年７月 16 日（日）】への参加にあたり、大会の主催者
（以下、「主催者」という。）の定める競技規則、大会規定及びローカルルールを遵守し、次に掲げる事項を理解し、承諾して大会に参加することを
誓います。 
 
〈規則の遵守義務と自己管理責任〉 
1. 私は、大会が一般公道・施設および海浜などを利用して行われるため、一般交通規則などはもとより主催者が設けたすべての規約・規則・指示

を遵守し、「募集要項」を確認の上、私個人の責任において、安全管理、健康管理に十分な注意をはらい大会に参加し、万一、体調などに異
常が生じた場合はすみやかに競技を中止することを誓います。 

〈競技特性の理解と参加適正〉 
2. 私は、トライアスロンおよびこれに関連するスポーツ経験（水泳・自転車・長距離走を含む）があり、大会の変化が激しい環境の中で行われる複

合競技であり、競技者の体調は急激に変化する特性があることを認識しております。また、大会会場は、不安定な要素の多い野外あるいは施設
などの広い範囲に特設されるため、緊急時の救護あるいは対応に支障をきたす可能性が高いことをよく理解しております。現在、私の健康状態は
良好であり、大会の参加に何ら問題を生じる事は予想されません。さらに、大会日より１年以内に医師の健康診断の結果、この大会に参加す
るのに充分な健康体であることが保証されていることを誓います。また、アレルギー体質・過敏症などの特異体質や概往症など、さらには宗教上そ
の他の理由などにより、大会医療班が緊急医療のために知っておいてほしいことがある場合は、事前に主催者に書面で申告いたします。なお、主
催者からの要請があれば、健康診断書・負荷心電図証明書などを提出いたします。 

〈競技の中止勧告順守と応急処置の承諾〉 
3. 私は、主催者により競技続行に支障があると判断された場合、主催者の競技中止勧告を受け入れ、参加者個人の自覚と責任において、安全

と健康に十分な注意を払い大会に参加します。また、大会開催中に私が負傷したり、または事故に遭遇し、あるいは発病した場合においても、
医師および主催者が私に対し応急処置を施すことを承諾し、その応急処置の方法および結果に対しても異議をとなえません。 

〈負傷・死亡事故の免責〉 
4. 私自身及び家族代表者保護者等関係者は、競技中および付帯行事の開催中に負傷した場合、またはこれらに基づいた後遺症が発生した場

合、あるいは死亡した場合においても、その原因のいかんを問わず、大会に係わるすべての大会関係者、及びボランティアに対する責任の一切を
免除いたします。また、私に対する補償は、大会開催傷害保険の範囲内であることを確認了承いたします。したがって、私はここに、私自身・私の
遺言執行人・管財人・相続人・近親者などいずれからも、私が被った一切の損害について賠償請求・訴訟の提起およびそれらのための弁護士費
用などの支払請求を行わないことを誓います。 

〈不可抗力事項の免責〉 
5. 私は、気象状況の悪化および競技環境の不良、または天災や人体及び家畜等の病気等の流行、さらにはこれらの防疫対策など主催者の責に

帰すべからず事由により、大会が中止、大会公式行事の全部もしくは一部が取りやめになった場合、または競技内容に変更があった場合、さらに
は競技用具の紛失・破損などにより競技あるいは競技参加に支障が生じた場合においても、主催者及び大会に関わるすべての大会関係者に対
してその責任を追求しないことならびに大会への参加のために要した諸経費（参加費を含む）の支払請求を一切行わないことを誓います。 

〈肖像権などの広報使用と商業的利用〉 
6. 私は、私の肖像・氏名・住所・年齢・競技歴などの個人情報が、主催者の作成するウェブサイト、大会に関連する広報物全般、および報道・情

報メディアにおいて自由に使用されることを承諾し、これらに付随して主催者・管轄競技団体が制作する印刷物・ビデオ並びに情報メディアなどに
よる商業的利用を承諾いたします。 

〈親族等の参加承諾と調停および専属管轄権〉 
7. 私及び家族・親族および親権者等関係者はウェブサイトによる参加申込の申告内容や参加申込書類など全て申告・記載事項が事実かつ正確

であることを誓い、本誓約書および大会損害保険を含む大会内容を良く理解し大会参加を承諾していることを誓います。また、本誓約書の解釈
に疑義が生じた場合、大会にかかわる規則に従い解決することを承諾します。万一、大会に関する争いが生じた場合、その第一審の専属管轄
権は大会地区地方裁判所とし、準拠法は日本法とすることに同意いたします。 

（新型コロナウイルス感染拡大防止特約） 
8. 私は、別に定める「新型コロナウイルス感染拡大防止特別規約」を遵守いたします。 
9. 私は、新型コロナウイルス感染の拡大により大会中止が決定された場合、主催者が示した参加費の返還に同意いたします。 

上記誓約内容に同意の上、参加申し込みします。 
※個人情報の取り扱いについて 
主催者は、個人情報の保護法令を厳守し、参加者の個人情報を取り扱います。大会参加者へのサービス向上を目的とし、参加案内、記録通知、
関連情報の通知、次回大会の案内、大会協賛・協力・関係団体からのサービスの提供、記録発表等に利用します。 



新型コロナウイルスの感染対策 

〇 新型コロナウイルス感染拡大防止特別規約 

１ 主催者による新型コロナウイルス感染拡大防止のための指示に従わない参加者

には、他の参加者等の安全性を確保するため、出場の取り消し、途中競技中止、会

場での待機、会場からの退出を求めることがあります。 

２ 参加者とその家族及び同居人が、開催日の１週間前以降に新型コロナウイルスに

感染があった場合は、参加の見合わせを求めます。 

３ 大会受付で、以下の事項に該当する場合は、参加の見合わせを求めます。 

 ・37.5 度以上の発熱がある場合 

 ・強い倦怠感や息苦しさがある場合 

 ・普段より咳、痰がある場合、咽頭痛などの症状がある場合 

 ・味覚、嗅覚に異常を感じる場合 

 ・家族や同居人、身近な知人に感染が疑われる場合 

 ・糖尿病などの基礎疾患があり、体調に不安がある場合 

 

熱 中 症 対 策 

大井川港トライアスロン大会は、夏の暑い太陽が照りつける中、開催されます。 

午前 10 時にスイムがスタートし、正午を過ぎたころ最後のランの競技に入り、そ

の時は気温が 30℃をはるかに超える状況となります（熱中症が心配です）。 

参加選手は、熱中症対策を講じて参加していただきますが、特に次の点に注意し、

大会に臨んでください。 

 

１ 体を暑さに慣らす 

熱中症は、「体が暑さに慣れてない」と起きやすいといわれております。 

暑さに慣れるためのトレーニングを行い、大会に臨んでください。 

但し、暑いとき、無理な運動は事故につながります。体調管理の下、トレーニン

グをお願いします。 

（参考） 

「スポーツ活動中の熱中予防ガイドブック」 

発行：公益財団法人日本スポーツ協会 発行 

 

２ 競技中の水分補給 

  大井川港トライアスロン大会では、スイムの終了地点とランコース上に２カ所エ

イドステーションを設ける予定です。ランコースは折り返しコースを３周回するた

め、６回給水を受けることができます。 

  但し、バイクコース上には、エイドステーションを設けません。参加選手は、必

ず給水用専用ボトルをバイクに設置して参加してください。 

 

 

 大井川港トライアスロン大会 実行委員会事務局 
Email oigawatri@ybb.ne.jp 

ＵＲＬ http://oigawatri.g2.xrea.com/ 

 


